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研究成果の概要（和文）：　経済発展が著しいとされてきた中国沿海部の中でも、産業発展のあり方に地域差が
存在している点に着目し、その背景や今後の展開可能性を歴史的・社会的背景に着目しながら検討していくこと
を目的とした。研究結果として、1988年から2020年までの期間において、一般的に経済発展が顕著とされている
沿海部地域間においても産業発展の程度に地域差が生じつつあったことが示唆された。このような経済発展の地
域差が生じた要因として、単に地方政府や企業経営者の方針だけでなく、その背景にある意識や慣行に加えて、
労働者、取引先企業、地域住民といった様々なステーク・ホルダーとの関係性の中で生じている点が示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was, by focusing on historical and social factors,
 to examine the background to regional differences in an industrial development in China's coastal 
regions which have been considered to has achieved a remarkable economic achievement, The research 
results suggest that during the period from 1988 to 2020, diverging degrees of industrial 
development began to emerge in the coastal regions, most of which are now considered economically 
prominent. The study suggested that such regional differences were caused not only by the policies 
of local governments and business managers, but also by underlying attitudes and practices, as well 
as the relationships among various stakeholders, such as workers, business partners, and local 
residents.

研究分野： 人文地理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、改革開放期以降、著しい産業発展を遂げてきた中国沿海部地域の中でも、産業発展の程度に地域差が
存在し、一部の地域においては2020年以前の時点でも、経済の停滞がみられていた点やその背景を検討したこと
で、学術的に（また一般レベルにおいても）、地域の実像を理解・把握するために意義のある研究であると考え
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
歴史的・社会的背景からみた中国沿海部の産業発展の地域差と展開可能性に関する
研究 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

中国の産業発展モデルについての先行研究により、中国沿海部においては、1992 年
の南巡講話以降の早い時期から、比較的規模が小さい民営企業の集積が形成される形
で産業発展がみられた華東地域浙江省南部の温州地域、集団所有制企業（地方政府や
地域住民が設立した企業）という名目で設立された企業が中心となって産業発展がみ
られた華東地域江蘇省南部地域（蘇南地域）、改革開放直後に経済特区が設立され、外
資導入を契機として産業発展がみられた広東省の珠江デルタ地域などの事例が存在し
ていることが知られていた。経済地理学の分野では、このような経済活動の地域的差
異を検討する際に、「埋め込み」という概念が注目されている。「埋め込み」とは、経
済活動が、社会的、文化的、政治的システムと分かちがたく結びついていることを示
す概念である。経済地理学者は、空間的・歴史的に位置する非経済的要因が、企業や
産業、地域の発展にいかに影響しているのかを研究する際に、この概念を積極的に用
いてきた（青山ほか，2014）。 
 
２．研究の目的 
 

このように経済発展が著しいとされてきた中国沿海部の中でも、産業発展のあり方
に地域差が存在している点に着目し、その背景や今後の展開可能性を歴史的・社会的
背景に着目しながら検討していくことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
 研究方法としては、中国政府が公表している全国レベルの統計データに基づいた産
業発展状況の地域差についての分析・考察に加えて、各地域において、このような地
域差を説明するのに適切な地域・企業を選定し、企業関係者や当該地域にて小規模な
事業を興した起業者らへのインタビュー調査を行うことを計画した。 
 
４．研究成果 
 

最初に中国政府が公表している沿海部主要都市間での域内総生産額（GRP）成長率
の差異について検討した（表 1）。 

沿海部主要都市の間でも経済成長率には差異がある。ただし、沿海部全体として経
済成長が顕著に進んでいたため、その差異はみえにくかった。例えば、1988 年時点で
の三大都市（省級市に指定されていた都市）は、北京・上海・天津の 3 都市であった
が、天津の域内総生産額は 1989 年に広州に、2000 年には深圳に抜かれる。それ以降、
中国では国内最大級の都市群を表す呼称として「四大都市」という用語が定着してい
く。2017 年に中国政府は「天津市の経済停滞」を認める声明を発表している。さらに、
2019 年には天津市の GRP が全国に比べても大きく減少したとする統計が公表され、
2000 年には、同市の GRP は沿海部主要都市の中での順位が 8 位にまで低下している。
他にも経済成長率が比較的低い主要都市がみられた。東北地方遼寧省の大連・瀋陽両
市や河北省の唐山市など、北部の渤海経済圏に属する主要都市において、経済成長率
が低い主要都市の存在が目立っている。華南地域の珠江デルタ地域では、中心都市で
ある深圳・広州の両市以外にも高成長を記録した都市がある一方で、渤海経済圏にお
いては、中心都市である北京の周辺に成長率が高い都市がないことも特徴的である。 

その一方で、華東・華南地域の都市もすべてが発展していたわけではなく、例えば
1970 年代末に深圳市とともに四大経済特区に指定されていた、厦門、汕頭、珠海の各
市は、いずれも他都市に比べて顕著な経済発展を遂げることなく現在に至っている。 

このような沿海部地域における都市間での経済成長率の地域差について、その背景
を検討するには、地域の中に「埋め込まれて」いる社会的・文化的背景についても検
討してく必要がある。具体的には、特に北部の渤海地域には、経済発展よりも社会秩
序を重視する思考様式や慣行が存在していることが予想できる。 

このような地域に存在する思考様式や慣行について検討するためには、各地域にお
ける具体的なフィールド調査に基づいたミクロレベルでの検討が必要となる。本研究
期間内においては、新型コロナウイルスが感染拡大したことに加えて、中国をとりま
く国際関係の変化により、研究が停滞し、終了年を当初より 3 年間延長することにな



った。 
このように時間はかかったものの、研究業績として上げた論文では、渤海経済圏の

山東省を事例とした企業調査や遼寧省における失業者の再就職や起業に関する調査、
珠江デルタ地域に進出した日系自動車メーカーの店舗展開や同地域にて就職した他地
域出身の大卒者の意識に関する調査などを実施し、企業関係者や労働者・起業者らの
慣行や意識についてフィールド調査を実施していった。特に珠江デルタ地域にて就職
した武漢市の大卒者に関する調査結果では、武漢市が北京、上海、珠江デルタ地域と
ほぼ等距離にある都市であるにもかかわらず、省外の就職先地域として、珠江デルタ
地域が多数を占めている理由を考察しており、他地域出身の大卒者に対して開放的な
同地域の特色を論じている。 
 

表 1 南巡講話前の 1988 年から 2020 年までの沿海部主要都市の域内総生産額（GRP）

の推移 

 単位 1,000 億人民元 

 資料：National data 国家数据局（https://data.stats.gov.cn/） 

また、未発表の研究内容ではあるが、山東省青島市に進出した日系製造業企業 A 社
と地方政府との関係性と同社の中国での発展及び存続の要因について、現地に進出し
た日系企業や企業と取引がある国有銀行へのインタビュー調査を行うことで考察を進
めた。 

2022 年に行った調査の結果として、中国進出日系企業が、中国でのコスト上昇、中
国市場や国際情勢の変化にもかかわらず、現地で存続している要因としては、生産コ
ストや需要の変化に対応し得ている点に加えて、地域の中に埋め込まれた歴史的ある
いは政治的・社会的側面についても考慮する必要がある。具体的には、進出時から培
われてきた進出企業と現地の地方政府との信頼関係や、現地で育ててきた人材の存在
が指摘できる。また、取引先である他の日系企業との関係性も進出企業が現地にて存
続している理由のひとつになっているといえる。これらの政府や取引先企業との信頼
関係や人材は、他の地域に移動させるのが難しい資源であるため、進出企業が現在地
において存続することを決定する際に、重要な要因になっていると考えられる。 

これらの要因に加えて、A 社が中国で存続しているのみならず、現地において地方
政府や従業員・地域住民などから高い評価を得ている要因として、現地での埋め込ま
れた関係性が重要な役割を果たしている。 



進出当時、同社は現地政府から従業員の半分以上のリストラを認めてもらったり、
当時は主要産業分野への海外企業の投資は 49％までしか認められなかったにもかかわ
らず、51％の出資を認めてもらい、さらにその後は持株比率を 95％にまで増加させ、
ほぼ独資での経営を認めてもらったりするなど、異例の対応を受けることができた。
また、工場前の道路を同社の社名を関した名前に変更してもらうなど、地方政府から
優遇されていた。 

このような地方政府から受けた優遇措置に対して、A 社は積極的な納税、同業他社
への安全技術などの技術移転への取り組み、従業員への長期的雇用契約の締結や、充
実した福利厚生の提供、人材育成などを通じて社会貢献を行うことや、取引先企業の
育成などに貢献している。同社は、中国市場において単に利益を追求するだけではな
く、現地政府や地域社会、関係企業などのステーク・ホルダーとの間で良好な関係を
形成しており、特に現地の地方政府との間では、頻繁に表彰等を受けるなどの強い信
頼関係を築くことに成功している（表 2）。 

 
 

 
表 2 中国進出日系企業 A 社が地方政府等から受けた主な表彰の一覧 

 

年 名称 授与者 

2005 優秀納税企業 青島市四方区人民政府 

（地方政府） 

2008 外商投資企業ベスト 10 中央青島市四方区委 

（中国共産党地方委員会） 

青島市四方区人民政府 

（地方政府） 

2010 社会貢献活動が目立つ外

資企業 

中国外商投資企業協会 

（中国商務省主管） 

2010 優秀外資企業 中国外商投資企業協会 

（中国商務省主管） 

2017 職業教育訓練特任顧問 中国鋳造協会 

 

資料：A 社ホームページ及び A 社現地法人にて提供して頂いた資料により作成 
 

青島市における A 社の事例は、企業と地方政府・地域社会などとの関係性が、地域
の産業発展にポジティブな影響を与えた事例であるといえるが、もちろん、このよう
な関係性の存在が産業発展の足かせになる事例も存在している。 

本研究課題で行った調査では暫定的な結論しか出すことはできなかったが、経済発
展の地域差は、単に地方政府や企業経営者の方針だけでなく、その背景にある意識や
慣行に加えて、労働者、取引先企業、地域住民といった様々なステーク・ホルダーと
の関係性の中で生じている点が示唆された。このような社会的・文化的側面について
の考察は、未発表の研究内容を公表していく中で、今後も継続的に検討していきたい
と考えている。 
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